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1
長さ７ｍ余りもある鳥毛（大毛槍）を１０～１５ｍ離れて投げ合う“鳥毛ひねり” 
［しだれ桜で知られる中越家前の出口道］ 

宮城大学  副学長 

秋葉まつり  

日本の農業は成長産業に変えられる 

 

農業の新たな飛躍を目指した 
四国各地の取り組み 
 
 

 

さいさいきて屋直売所運営協議会  西坂  文秀氏 

伊予の国・菩提の道場 【愛媛編②】 

新たな段階を迎えた「希少糖」の 
実用化と応用研究  
西長峰工業団地（徳島県阿波市） 

並木精密宝石㈱ 

廣瀬製紙㈱（高知県土佐市） 
 
香川の手袋産業 
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特 集 

No.41  2012年  秋号 

四国歳時記 
 

ルネサンス・アイ 

 

四国フロンティア 

 

 

 

 

四国で輝く 

四国八十八箇所を旅する 

テクノロジー・ナウ 

 
 

企業立地ニュース 

 

企業ズームアップ 

 

温故知新 

土佐の山間で 

江戸時代から続く火の神の祭り 

 

祭りの花形は“鳥毛ひねり” 

火事装束の若者が二人 

呼吸を合わせて距離を取る 

一人が鳥毛を空高く投げ上げ 

もう一人が華麗に受け止める 

その瞬間  どよめきと歓声が 

山々に響きわたる 

 

二百余年受け継がれてきた 

勇壮な技に 

祭りは最高潮に盛り上がる 

　本誌は、変貌を遂げつつある四国の姿を幅広くお伝えするため年２回発行している

地域情報誌です。全国各地で活躍されている四国出身の企業経営者の方々をはじめ、

全国の企業や四国の経済団体、自治体などにお届けしています。 

●  ６次産業化（１次、２次、３次産業の連携） 
●  農業経営の規模拡大 
●  農産物輸出の取り組み 
●  ブランド産品の開発 

徳島県への立地企業インタビュー 

不織布で未来を切り開く世界企業 

全国シェア９割以上を占める日本一の産地 

あき　　ば あき　　ば 

高知県仁淀川町 
◎秋葉まつり 

あき　　 ば 

とり　け 

ぼ　　だい 



練りのコース 

市川家 
岩屋神社 
（スタート） 

大石家前 
法
泉
寺 

秋葉神社 
（ゴール） 

中
越
家 

大型バス駐車場 

岩屋川渓谷 

仁淀川 

愛媛県  

高知県  

33

N

秋葉トンネル 

◎秋葉まつり最終日の行程（予定） 
　平成２５年２月１１日（祝・月） 
 
　岩屋神社 ８：３０～ ９：００ 
　市川家  ９：１０～１０：００ 
　大石家前 １０：４０～１１：００ 
　（鳥毛ひねりの見どころ） 
　法泉寺  １１：１０～１１：５０ 
　中越家  １３：００～１３：３０ 
　出口道  １３：３０～１３：４５ 
　（鳥毛ひねりの見どころ） 
　秋葉神社 １４：２０～１５：３０ 
 
※時刻は見ごろの時間帯です。 
　天候その他の都合により 
　到着時刻が前後する場合が 
　あります。 

出口道 

200m0

一般駐車場 

かつて御祭神が祀られていた岩屋神社の岩窟。 
年に一度神様が里帰りし、ここから“練り”が始まる 

愛媛県 

香川県 

徳島県 
高知県 

仁淀川町 

子どもたちに太刀踊りを指導する“ならし”。年明けから始まり、 
里は活気づく 

祭りの最終舞台となる秋葉神社境内。大勢の観客で埋め尽くされる 

神出鬼没で祭りを盛り上げる人気者“油売り” 
滑稽な動きで観客を楽しませながら防火守りを売り歩く 

　高知県仁淀川町別枝に伝わる「秋葉まつり」（毎年
２月９日～１１日）は、火産霊命（防火・災難除けの神）を
御祭神とする秋葉神社に由来する。 
　この神様は、もともと岩屋神社裏の岩窟に祀られてい
たが、その後、法泉寺、関所番役･市川家を経て、寛政
６年（１７９４）に郷民の要望で氏神として秋葉神社に遷
された。この時の市川家との約束で、年に一度、御祭神
が市川家に行幸されることになり、これが「秋葉まつり」
の始まりとなった。 
　祭りのクライマックスとな
る最終日には県内外から約
２万人もの観客が訪れる。 

べっ　　し 

ほ ぶ す な の み こ と  

武者装束の子どもたちが真剣と踊り棒を使い、勇ましく舞う“太刀踊り” 
た　ち 

四国歳時記◎秋葉まつり 

ね 
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九十九折の山道を練り進む神幸行列。厳寒の時期  吹雪く年もある 

薄明の山里に 

ほら貝が響きわたり 

祭りの始まりを告げる 

 

丹念に身支度を整えた 

総勢二百人が 

ほら貝や笛  太鼓を携え 

華麗な技や踊りを披露しながら 

神輿とともに山道を進む 

 

平家落人伝説が残る 

土佐の山里で 

祭神ゆかりの地を 

一日かけて巡る神幸行列 

はく  みょう 

◎お問い合わせ先   
　仁淀総合支所 地域振興課 
　TEL.０８８９-３２-１１１３ 
　ホームページ 
　 http：//www.town.niyodogawa.lg.jp

うつ 

ぎょう　こう 



 

　
　
日
本
農
業
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

 

　
日
本
の
農
業
は
、
担
い
手
の
平
均

年
齢
が
　
歳
と
高
く
、
全
国
の
耕
作

地
は
１
９
６
１
年
の
６
０
９
万
　
か

ら
４
６
３
万
　
へ
と
４
分
の
３
に
減
少

す
る
一
方
、
耕
作
放
棄
地
は
　
万
　
と

埼
玉
一
県
分
に
拡
大
す
る
な
ど
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

　
　
そ
れ
は
日
本
の
農
業
が
、
小
規
模
で

生
産
性
が
低
い
た
め
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
農
業
の
国
際
競
争
力
を
端
的
に
反
映

す
る
農
産
物
輸
出
額
を
み
る
と
、
確

か
に
大
規
模
農
業
の
典
型
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
が
世
界
一
で
す
。
し
か
し
、
世
界

第
二
位
は
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の

オ
ラ
ン
ダ
で
す
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
な
ど
、
決
し
て
大
規
模
農
業

と
は
言
え
な
い
他
の
欧
州
各
国
も
上

位
に
入
っ
て
お
り
、
耕
作
面
積
の
広
さ

だ
け
で
競
争
力
が
決
ま
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

　
　
な
ぜ
、
国
土
の
狭
い
国
で
も 

競
争
力
を
保
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
極
め
て
単
純
で
す
が
、
成
功
の
秘
訣

は
「
顧
客
志
向
の
徹
底
」
で
す
。
得
意

と
す
る
分
野
に
特
化
し
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
付
加
価
値
を
高

め
、
市
場
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。 

　
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
は
園
芸
、
デ
ン

マ
ー
ク
は
豚
肉
・
乳
製
品
な
ど
に
特
化

し
、
高
い
競
争
力
を
保
持
し
て
い
ま
す
。 

 

　
　
日
本
は
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
農
業
と
は

違
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
日
本
の
農
業
の
大
部
分
は
、
顧
客
志

向
の
対
極
に
あ
り
ま
す
。 

　
日
本
は
、
戦
前
よ
り
農
村
の
庇
護
と

食
糧
確
保
の
た
め
、「
米
を
作
れ
ば
、
政

府
が
全
部
買
い
上
げ
、
政
府
が
言
う
と

お
り
農
家
は
や
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
」

と
い
う
構
造
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
戦

後
、
農
業
を
巡
る
様
々
な
改
革
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
の
例
外
を
除
き

大
部
分
は
基
本
的
に
昔
の
状
況
の
ま
ま

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
換
言
す
る
と
、
日
本
の
農
業
の
多
く

は
、
た
だ
作
れ
ば
い
い
と
い
う
農
業
、

つ
ま
り
農
業
労
働
者
ば
か
り
で
経
営
者

の
い
な
い
農
業
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。 

    

　
　
農
業
を
顧
客
志
向
型
に
変
え
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
昭
和
初
期
以
前
に
は
、
日
本
の
農
業

社
会
に
も
「
経
営
者
」
が
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
農
業
だ
け
で
は
な
く
、
酒
や

醤
油
等
の
醸
造
業
、
廻
船
問
屋
な
ど

様
々
な
事
業
に
携
わ
り
、
市
場
の
ニ
ー

ズ
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
中
で
農
業
の

位
置
づ
け
を
考
え
、
農
業
を
「
経
営
」

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
経

済
、
ひ
い
て
は
日
本
や
世
界
の
経
済
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
、
顧
客
志
向
型
の

農
業
を
実
現
し
、
発
展
さ
せ
、
農
村
に

住
み
な
が
ら
素
封
家
、
名
望
家
と
な
っ

た
の
で
す
。 

　
こ
の
事
例
か
ら
、
農
業
を
単
独
で
行

う
よ
り
も
、
他
産
業
と
融
合
し
た
形
で

経
営
す
る
こ
と
が
、
顧
客
志
向
型
の
農

業
を
実
現
す
る
上
で
望
ま
し
い
こ
と
が

判
り
ま
す
。 

　
　
顧
客
志
向
型
の
代
表
例
、 

オ
ラ
ン
ダ
で
は
他
産
業
と
の
融
合
が 

み
ら
れ
ま
す
か
。 

 

　
園
芸
農
業
で
世
界
を
席
巻
す
る
オ
ラ

ン
ダ
で
は
、
農
村
を
旅
す
る
と
、
農
村

に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
ビ
ル
が
所
々
建

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ビ
ル
に
は
、

最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
入
り
、
ハ
ウ
ス

で
の
作
付
け
や
、
施
設
園
芸
の
鍵
を
握

る
土
壌
、　
、
湿
度
、
温
度
な
ど
を
全

て
Ｉ
Ｔ
で
管
理
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
い
ま
す
。 

　
ト
マ
ト
の
収
量
で
み
る
と
、
生
産
性

の
違
い
は
一
目
瞭
然
。
日
本
で
は
、　
ａ

当
た
り
平
均
で
　
ト
ン
、
国
の
将
来
目

標
が
　
ト
ン
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
国

で
は
現
在
、
日
本
の
７
倍
の
　
ト
ン
、

将
来
的
に
は
１
０
０
ト
ン
ま
で
も
視
野

に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
事
例
か
ら
は
、
他
産
業
、
特
に

急
速
に
発
展
し
て
き
た
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の

融
合
は
、
生
産
性
の
引
き
上
げ
に
有
効

で
あ
り
、
国
際
競
争
力
に
決
定
的
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
判
り
ま
す
。 

 

　
　
お
米
の
場
合
は
、
生
産
性
や 

競
争
力
の
向
上
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
日
本
の
米
作
り
は
、
零
細
・
家
族

経
営
が
中
心
で
、
生
産
性
向
上
に
は

確
か
に
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、　
　
の
規
模
で
は
２
０
０
０
万
円
、

　
　
だ
と
３
０
０
０
万
円
の
売
上
と
な

り
、
所
得
は
そ
の
半
分
を
期
待
で
き
ま

す
。
担
い
手
の
い
な
い
田
ん
ぼ
の
耕
作

委
託
を
進
め
、
大
規
模
化
を
図
る
こ
と

で
、
米
作
り
が
成
長
産
業
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
米
の
生
産
性
を
国
際
比
較
す

る
と
、
現
在
、
生
産
者
価
格
は
、
日

本
の
２
４
０
円
／
㎏
に
対
し
、
米
国
は

１
４
０
円
／
㎏
と
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。 

　
た
だ
、
日
本
の
米
の
収
量
は
現
在
の

５
０
０
㎏
／
　
　
に
対
し
て
、
昭
和
　

年
代
に
は
１
ト
ン
取
り
も
あ
り
、
そ
れ

に
近
付
け
る
こ
と
で
、
生
産
者
価
格
を

半
分
程
度
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
日
本
の
米
価
が
高
い
背
景
に
は
、　
年

代
以
降
の
減
反
政
策
の
も
と
、
米
の
品

種
改
良
で
収
量
を
犠
牲
に
美
味
し
さ
を

追
求
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
収
量
拡
大
に
も
目
を
向
け
た
品
種

開
発
を
進
め
れ
ば
、
収
量
の
劇
的
な
引

き
上
げ
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

国
際
競
争
力
は
大
幅
に
改
善
し
、
米
の

輸
出
も
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

　
　
日
本
の
農
業
は
成
長
で
き
る
と 

い
う
こ
と
で
す
か
。 

 

　
そ
う
で
す
。
本
来
、
市
場
の
発
達
し

た
先
進
国
の
農
業
ほ
ど
市
場
対
応
力
が

備
わ
り
、
成
長
力
は
高
ま
り
ま
す
。 

　
日
本
の
農
業
は
、
①
市
場
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
顧
客
志
向
の
徹
底
、
②
一
定

の
規
模
拡
大
も
含
め
た
生
産
性
向
上
の

飽
く
な
き
追
求
、
③
他
産
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
込
む
６
次
産
業
化
、
を
目
指

す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
そ
の
実
現
に
向

け
、
農
業
経
営
者
を
生
み
出
す
た
め

他
産
業
か
ら
の
参
入
を
促
す
こ
と
が
、

有
効
か
つ
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

　
　
他
産
業
か
ら
の
参
入
を
増
や
す 

た
め
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
企
業
等
の

農
地
賃
借
に
よ
る
参
入
に
対
す
る
規
制

は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
入

は
劇
的
に
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
の

背
景
に
は
、
借
り
ら
れ
る
農
地
の
場
所

が
判
ら
な
い
こ
と
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

農
産
物
の
販
売
先
が
確
保
で
き
な
い
こ

と
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
借
り
ら
れ
る
農

地
の
情
報
提
供
や
、
栽
培
技
術
の
標
準

化
・
見
え
る
化
、
契
約
栽
培
の
推
進
な

ど
で
必
ず
ク
リ
ア
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

　
日
本
の
農
業
は
間
違
い
な
く
成
長
産

業
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

聞き手 ： 編集事務局 

「日本の農業は成長産業に 
 変えられる」 
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【特集】地域農業を成長産業に変える 

プロフィール／１９４９年 宮城県生まれ。東京大学

大学院修了、農学博士。専門は農業経営学、地域

経済論、食品流通事業論。現在、宮城大学副学長。 

政府の「食と農林漁業の再生実現会議」（議長：

野田総理）や農林水産省「食料・農業・農村政策審

議会」委員などを歴任。著書に『日本の農業は成長

産業に変えられる』『日本農業の底力』などがある。 

大泉  一貫氏インタビュー 

大泉 一貫氏 

宮城大学  副学長 

日
本
の
農
業
の 

現
状
と
問
題
点 

成
長
産
業
へ
の 

転
換
を
促
す
カ
ギ 

出所：国際連合食糧農業機関（FAO） 
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愛
媛
県
西
条
市
で
は
、
経

団
連
の
「
未
来
都
市
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
の
一
つ
で
あ
る
「
西

条
農
業
革
新
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

動
き
始
め
て
い
る
。 

　
こ
れ
は
、
住
友
化
学
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

三
菱
重
工
業
な
ど
の
産
業
界
と
、
地
元

の
西
条
市
や
Ｊ
Ａ
が
共
同
し
て
、
各
社

の
先
端
技
術
と
地
域
が
有
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
融
合
し
た
新
た
な
農
業
活
性
化

モ
デ
ル
の
実
証
事
業
に
取
り
組
も
う
と

す
る
も
の
。 

　
具
体
的
に
は
、
①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
活

用
に
よ
る
農
機
の
自
動
運
転
や
肥
料
・

農
薬
の
精
密
散
布
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に

よ
る
遠
隔
圃
場
監
視
な
ど
先
進
技
術
を

用
い
た
農
作
業
省
力
化
の
推
進
、
②
企

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
る
大
都

市
圏
へ
の
販
路
開
拓
、
③
企
業
・
地
元

関
係
者
に
よ
る
加
工
セ
ン
タ
ー
な
ど
食

関
連
産
業
の
誘
致
・
集
積
、
④
農
業
水

利
施
設
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
の
導

入
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。 

       

　
ま
ず
は
、
本
事
業
を
進
め
る
た
め
の

ス
テ
ー
ジ
作
り
と
し
て
、
２
０
１
１
年

８
月
、「
㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
西
条
」

（
資
本
金
一
億
円
）を
設
立
、
農
地 

を
借
り
、
レ
タ
ス
や
ネ
ギ
な
ど
の
栽
培

を
始
め
て
い
る
。 

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
流
通
・
販
売
対

策
と
し
て
、
今
後
、
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど

の
加
工
作
業
や
包
装
・
鮮
度
保
持
の
た

め
の
施
設
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
遠

隔
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
先
進
技
術
の

実
証
実
験
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
こ
う
し
た
過
程
で
得
た
様
々

な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
今
後
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
」「
見
え
る
化
」
し
て
、
蓄
積
・
公
開

し
、
農
業
へ
の
幅
広
い
参
入
を
促
す
こ

と
と
し
て
い
る
。 

　
本
事
業
は
、
国
の
総
合
特
別
区
域

（
い
わ
ゆ
る
総
合
特
区
）
に
も
選
定
さ

れ
て
お
り
、
地
元
で
は
、
農
業
関
係
者
、

企
業
、
自
治
体
の
協
業
を
核
と
し
て
、

農
業
を
成
長
産
業
と
す
る
こ
と
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

【特集】地域農業を成長産業に変える 

7

６次産業化（１次、２次、３次産業の連携） 

農
業
の
新
た
な
飛
躍
を 

目
指
し
た
四
国
各
地
の 

取
り
組
み 

6

　
四
国
地
域
で
は
農
業
の
新
た
な
飛
躍
に
向
け
、六
次
産
業
化
※
の
推
進
、大
規
模
化

に
よ
る
生
産
性
向
上
、
海
外
市
場
の
開
拓
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
産
品
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
活
性
化
モ
デ
ル
を
目
指
す「
西
条
農
業
革
新
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
愛
媛
県
西
条
市
） 

農
業
生
産
法
人
を
設
立
し
、 

事
業
に
着
手 

◎西条市 農業革新都市推進室   tel.0897-52-1280（直通） 

地
域
農
業
と
の
共
栄
を
図
る
農
商
工
連
携
の
先
進
企
業
（
㈱
マ
ル
ハ
物
産
） 

   

　
国
内
有
数
の
レ
ン
コ
ン
産

地
・
徳
島
県
。
こ
こ
に
先
進
的
な
農
商

工
連
携
に
取
り
組
む
レ
ン
コ
ン
加
工
品

メ
ー
カ
ー
最
大
手
の
㈱
マ
ル
ハ
物
産

（
松
茂
町
）
が
あ
る
。 

　
同
社
は
、
１
９
５
８
年
、
現
社
長
・

林
香
与
子
氏
の
父
親
が
創
業
、
レ
ン
コ

ン
の
水
煮
や
酢
づ
け
な
ど
の
加
工
品
を

国
内
で
初
め
て
商
品
化
。
１
９
７
０
年

頃
か
ら
、
小
売
用
で
は
な
く
、
業
務
用

を
重
点
的
に
手
掛
け
る
戦
略
が
奏
功
、

外
食
産
業
や
弁
当
市
場
向
け
需
要
の
急

速
な
拡
大
を
追
い
風
に
成
長
を
続
け
、

今
で
は
レ
ン
コ
ン
加
工
品
で
国
内
シ
ェ

ア
　
％
を
占
め
て
い
る
。 

  

　
売
上
げ
が
順
調
に
伸
び
る
中
、
原
料

と
な
る
レ
ン
コ
ン
は
地
元
の
徳
島
産
だ
け

で
は
足
り
ず
、
茨
城
産
や
佐
賀
産
、
さ

ら
に
は
中
国
産
に
も
調
達
先
を
拡
大
。 

　
し
か
し
、
最
近
に
な
り
同
社
は
、
主

要
な
調
達
先
と
な
っ
た
中
国
で
の
人
件

費
高
騰
や
制
度
変
更
リ
ス
ク
の
高
ま

り
、
さ
ら
に
は
消
費
者
の
国
産
志
向
と

い
っ
た
環
境
変
化
に
直
面
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

　
そ
の
一
方
で
、
か
つ
て
全
国
一
の
レ

ン
コ
ン
産
地
だ
っ
た
徳
島
は
、
担
い
手

不
足
な
ど
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、

生
産
量
が
減
少
し
て
い
た
。 

   

　
そ
こ
で
、
創
業
直
後
の
厳
し
い
時
代

に
同
社
を
支
え
て
く
れ
た
徳
島
の
農
業

に
恩
返
し
を
し
た
い
と
の
思
い
と
も
相

俟
っ
て
、
レ
ン
コ
ン
産
地
・
徳
島
の
復

活
を
決
意
。 

　
２
０
０
３
年
、
農
業
生
産
法
人
「
マ

ル
ハ
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
休
耕
地

等
を
借
り
て
、
レ
ン
コ
ン
栽
培
に
乗
り

出
し
た
。
今
で
は
、　
　
の
レ
ン
コ
ン

畑
で
、
年
間
１
３
２
ト
ン
を
生
産
し
、

大
部
分
を
マ
ル
ハ
物
産
が
買
い
上
げ
て

自
社
製
品
の
原
料
に
使
用
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
同
社
は
、
独
自
に
レ
ン
コ
ン

栽
培
を
続
け
る
農
家
に
対
し
て
は
、
毎

年
の
仕
入
れ
の
価
格
と
数
量
を
約
束
し

て
購
入
す
る
こ
と
で
、
農
家
の
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
産
地
と
の
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
２
年
３

月
、
同
社
は
、　
　
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
主
催
す
る
「
第
　
回
食
品
産
業

優
良
企
業
等
表
彰
」
の
食
品
産
業
部
門

（
農
商
工
連
携
）
で
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
。 

　
同
社
は
、
今
後
も
地
元
の
レ
ン
コ
ン

農
家
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
農
業

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 

レ
ン
コ
ン
加
工
品
の 

製
造
・
販
売
日
本
一 

レ
ン
コ
ン
産
地
・
徳
島
の
復
活
に 

向
け
た
農
家
と
の
連
携 

農業生産法人マルハファームのレンコン畑 

レンコン加工品（酢づけ） 

◎㈱マルハ物産  http://www.maruha.org/

※
未
来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
経
団
連
が
進
め
る
民
間 

　
主
導
の
経
済
成
長
戦
略
の
目
玉
事
業
。
経
団
連
会
員
企
業

　
が
有
す
る
最
先
端
の
技
術
・
製
品
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
投
入
し
て
、

　
様
々
な
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
”イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
“ 

　
の
構
築
を
目
指
す
。 

揺
ら
ぐ
レ
ン
コ
ン
産
地
・
徳
島 

㈱マルハ物産でのレンコン加工 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要 

※
一
次
産
業（
農
林
漁
業
）と
二
次
産
業（
製
造
業
）、三
次
産
業（
流
通
・
観
光
業
等
）の
連
携
を
進
め
、

　
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
取
り
組
み
の
こ
と
。
１
×
２
×
３
＝
６
に
因
ん
だ
呼
称
。 

４５ 

１６ 
ｈａ 

（財） 

３３ 

露地栽培 

・高度化農業の推進 
・循環型農業による 
 環境負荷の低減 

苗栽培 

・生産効率化に資する 
 資材の導入 
・エコハウスによる 
 環境負荷の低減 

ネットカメラ 

GPS

水膜冷房 
システム 

パッケージセンター 

・機械化、自動化の推進 

選果、包装 
鮮度保持技術 

・工程管理の 
 システム化 

・ICT利用による効率的配送 

鮮度の維持 

トレーサビリティ充実 

保冷庫 

付加価値 
向上 

生産面での革新 流通面での革新 

雨水タンク 

施肥・ 
潅水システム 

ネットカメラ 

農 薬 
生産者・栽培情報 
収穫・出荷情報 

西条農業革新都市のプロジェクトイメージ 

肥 料 

肥料 

農
薬 

ICチップ 

ICチップ 

ｈａ 
５ 



   

　
高
知
市
の
三
里
地
区
は
、

ピ
ー
マ
ン
や
ハ
ウ
ス
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を

手
掛
け
る
高
知
園
芸
発
祥
の
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
価
格
の
低
下
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
。 

　
そ
こ
で
、
当
時
の
Ｊ
Ａ
高
知
市
三
里

園
芸
部
青
壮
年
部
長
・
中
島
義
幸
氏

（
現
園
芸
部
長
）
は
、
小
さ
い
面
積
で
周

年
栽
培
で
き
る
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ユ
リ

科
植
物
「
グ
ロ
リ
オ
サ
」
を
見
出
し
、

１
９
８
０
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
球
根
を

取
り
寄
せ
て
栽
培
を
始
め
た
。 

   

　
グ
ロ
リ
オ
サ
は
、
市
場
か
ら
の
評
価

が
高
く
価
格
も
安
定
し
て
お
り
、
確
実

な
収
入
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
栽
培

農
家
が
徐
々
に
増
加
、
産
地
全
体
で
栽

培
方
法
の
工
夫
や
品
種
改
良
に
取
り
組

ん
だ
。
例
え
ば
、
グ
ロ
リ
オ
サ
は
丈
が

４
ｍ
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、
作
業
効

率
を
高
め
る
た
め
、
根
元
で
茎
を
ル
ー

プ
状
に
巻
く
栽
培
方
法
を
考
案
し
た
。 

　
ま
た
、
花
の
大
き
さ
や
色
の
鮮
や
か
さ
、

茎
の
硬
さ
な
ど
が
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
う

よ
う
品
種
改
良
を
続
け
、
１
９
９
３
年

に
は
、
代
表
作
と
な
る
「
ミ
サ
ト
レ
ッ

ド
」
を
開
発
し
商
標
を
登
録
。
炎
の
よ

う
な
鮮
や
か
な
赤
い
花
び
ら
は
、
イ
ベ

ン
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
装
飾
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
、
全
国
で
も
少
な
い
「
共
同

選
花
・
共
同
販
売
体
制
」
が
、
産
地
を

日
本
一
に
す
る
力
と
な
る
。
生
産
者
以

外
か
ら
雇
用
し
た
　
人
近
い
女
性
選
花

員
が
厳
し
い
目
で
花
の
付
き
具
合
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
、
品
質
の
ば
ら
つ
き
を
な

く
し
、
農
家
指
導
も
徹
底
し
た
。 

　
現
在
、
同
地
区
の
　
戸
　
　
で
、
年

間
４
２
０
万
本
生
産
し
て
い
る
。 

   

　
２
０
０
２
年
、
Ｊ
Ａ
高
知
市
三
里
園

芸
部
は
、
海
外
市
場
の
評
価
を
受
け
て

み
た
い
と
、
世
界
最
高
峰
と
さ
れ
る
オ

ラ
ン
ダ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ラ

ワ
ー
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
出
品
。
そ
の

結
果
、「
ミ
サ
ト
レ
ッ
ド
」
が
出
品
数

１
６
０
０
点
の
頂
点
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
、日
本
初
の
快
挙
と
な
っ
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
内
の
一
流
ホ
テ
ル

や
高
級
料
亭
か
ら
指
名
買
い
が
集
ま
る

と
と
も
に
、
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
２
０
０
４
年
か
ら
中
国
向
け
の
輸
出

を
開
始
、
同
国
国
旗
「
五
星
紅
旗
」
を

思
わ
せ
る
真
紅
の
花
は
縁
起
が
良
い
と

富
裕
層
を
中
心
に
評
判
を
呼
び
、
国
内

よ
り
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
、
米
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
と
併
せ
年
間
数
万
本

を
出
荷
し
て
き
て
い
る
。
こ
こ
最
近
の

円
高
が
逆
風
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

今
後
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
一
層
の
輸
出

拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

9

農業経営の規模拡大 

8

【特集】地域農業を成長産業に変える 

農産物輸出の取り組み 

国
際
品
評
会
・
世
界
一
を
武
器
に
海
外
市
場
を
開
拓
（
Ｊ
Ａ
高
知
市
三
里
園
芸
部
） 

高
級
花
卉
へ
の 

作
物
転
換
に
挑
戦 

◎ＪＡ高知市三里園芸部花卉部会  http://www.ja-kochishi.or.jp/misato/

耕
作
放
棄
地
の
作
業
受
託
に
よ
る
規
模
拡
大
（
　
ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
） 

   
　
愛
媛
県
東
温
市
に
、
経
営

規
模
の
拡
大
で
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

農
業
生
産
法
人
　
ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ン
グ

フ
ァ
ー
ム
（
以
下
Ｊ
Ｗ
Ｆ
）
が
あ
る
。 

　
同
社
の
牧
秀
宣
社
長
は
、
作
り
た
い

と
思
う
作
物
を
栽
培

し
、
そ
の
販
売
先
も

自
ら
見
つ
け
出
す
新

た
な
農
業
経
営
を
目

指
し
て
、
１
９
９
３

年
に
Ｊ
Ｗ
Ｆ
を
設

立
。
当
初
、
近
隣

農
家
５
戸
か
ら
農
地

を
借
り
、
健
康
・
美

容
食
と
し
て
人
気
が

高
ま
っ
て
い
た
裸
麦

や
ア
ワ
、
ヒ
エ
等
の

雑
穀
類
の
生
産
を
開

始
し
た
。 

    

　
そ
の
後
、
周
辺
の

農
家
が
後
継
者
不

足
で
次
々
と
耕
作

を
断
念
す
る
地
域

農
業
の
現
状
を
憂

慮
、「
地
域
か
ら
耕

作
放
棄
地
を
出
さ
な
い
」
と
の
方
針
を

掲
げ
、
耕
作
依
頼
を
引
き
受
け
続
け
て

い
っ
た
。 

　
そ
の
結
果
、
現
在
１
５
０
戸
か
ら

１
３
０
０
箇
所
、
約
　
　
の
農
地
を
借

り
受
け
、
従
業
員
数
も
生
産
　
名
、
加

工
・
事
務
９
名
の
計
　
名
に
ま
で
拡
大

し
、
四
国
で
も
有
数
の
大
規
模
経
営
を

実
現
し
て
い
る
。
栽
培
す
る
作
物
も
、

春
か
ら
夏
場
に
か
け
て
は
米
、
サ
ト
イ

モ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
秋
か
ら
冬
場

に
か
け
て
は
裏
作
で
麦
、
穀
類
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
を
栽
培
、
大
規
模
化
と
農
地

の
利
用
率
向
上
に
よ
り
高
い
生
産
性
を

実
現
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
こ
う
し
た
作
物
の
販
売
先
を

確
保
す
る
た
め
、
外
食
産
業
や
食
品

加
工
の
企
業
と
栽
培
契
約
を
結
び
、

今
で
は
約
　
社
へ
供
給
し
て
い
る
。 

    

　「
農
業
は
天
候
に
よ
り
大
き
く
影
響
さ

れ
る
た
め
、
そ
の
リ
ス
ク
を
い
か
に
小

さ
く
し
、
契
約
先
へ
の
供
給
責
任
を
果

た
し
て
ゆ
く
か
が
農
業
経
営
の
基
本
で

す
」
と
牧
社
長
。
例
え
ば
、
種
ま
き
の

時
期
や
作
物
の
種
類
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
天
候
不
順
に
よ
る
不
作
の
リ
ス

ク
を
低
減
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
収
穫

の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
重
要
で
、
裸
麦
の
場

合
、
収
穫
直
前
に
雨
が
続
い
た
場
合
、

最
悪
全
滅
も
あ
り
う
る
た
め
、
そ
の
前
に

夜
通
し
刈
り
取
り
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。 

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
に
は
、
有
志
と

と
も
に
牧
社
長
が
全
国
の
大
規
模
生
産

者
に
呼
び
か
け
、「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
農
業

事
業
協
同
組
合
」（
現
在
、
加
盟
組
合

員
数
約
　
）
を
設
立
。
旬
の
作
物
を
産

地
間
で
リ
レ
ー
出
荷
し
た
り
、
仮
に
自

社
が
不
作
で
も
他
社
か
ら
調
達
す
る
こ

と
で
、
契
約
先
へ
農
産
物
を
安
定
供
給

し
て
い
る
。 

　
同
社
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
取

引
先
と
の
信
頼
関
係
の
強
化
、
さ
ら
に

は
自
社
の
経
営
安
定
化
に
大
き
く
役

立
っ
て
い
る
。 

人
気
の
雑
穀
類
を 

契
約
栽
培
で
生
産 

耕作放棄地を借りて経営規模を拡大 

◎（有）ジェイ・ウィングファーム  愛媛県東温市北野田711-4  tel.089-964-4190

グ
ロ
リ
オ
サ
の 

国
内
　
１
産
地
に
成
長 

耕
作
放
棄
地
の 

作
業
受
託
で 

規
模
拡
大 

リ
ス
ク
管
理
を
徹
底
し
、 

供
給
責
任
の
確
実
な 

履
行
を
担
保 

（有） 

か
　 

き 

全国の大規模な農業生産法人の連携を進める 
「日本ブランド農業事業協同組合」 
左写真は代表理事を務める牧社長 

ジェイウィングファームが生産する様々な雑穀類。 
健康・美容食として人気が高い 

国
際
品
評
会
で
の 

高
評
価
を
バ
ネ
に
輸
出
を
拡
大 

 

ベテランの選花員による厳しい品質チェックを実施する「共同選花」 

グロリオサ「ミサトレッド」のPRチラシ 

No.

（有） 

,

１１ 

２０ 

７０ 

１５ 

４０ 

４０ 

３９ 
ｈａ 

４５ 

ｈａ 
６０ 



   

　
中
四
国
地
方
で
最
も
養
豚

が
盛
ん
な
愛
媛
県
で
は
、
２
０
０
４
年

に
県
の
畜
産
研
究
セ
ン
タ
ー
が
国
内
最

高
級
の
肉
質
を
目
指
し
て
銘
柄
豚
の
開

発
に
着
手
し
た
。 

　
種
豚
は
、
国
内
に
５
０
０
頭
ほ
ど
し

か
い
な
い
希
少
種
の
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

種
か
ら
選
抜
し
、
３
代
に
亘
り
交
配
。

ま
た
、
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
県
産
裸

麦
を
配
合
し
た
専
用
飼
料
も
新
た
に
開

発
。
こ
う
し
た
努
力
を
経
て
、
２
０
１
１

年
４
月
か
ら
「
愛
媛
甘
と
ろ
豚
」
の
出

荷
が
始
ま
っ
た
。 

　
そ
の
肉
質

は
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
柔
ら
か

く
、
上
品
な
甘

さ
が
あ
り
、
美

味
し
さ
を
左
右

す
る
オ
レ
イ
ン

酸
も
豊
富
。 

　
と
り
わ
け
、

脂
肪
が
溶
け
る

温
度
（
脂
肪
融

点
）
が
人
の
体

温
よ
り
低
い
　

℃
で
、
一
般
の

豚
肉
の
　
℃
よ

り
　
℃
も
低
い
。
こ
の
た
め
、
口
の
中

で
甘
く
と
ろ
け
る
よ
う
な
抜
群
の
食
感

を
持
ち
、「
愛
媛
甘
と
ろ
豚
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
由
来
と
も
な
っ
た
。 

  

　
愛
媛
県
で
は
、
外
食
・
小
売
等
の
関

係
者
を
招
い
た
試
食
会
の
開
催
、
料
理

専
門
誌
で
の
情
報
発
信
、
有
名
シ
ェ
フ

や
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
（
メ
ニ
ュ
ー
開
発
等
）
な
ど
、

県
内
外
で
愛
媛
甘
と
ろ
豚
の
Ｐ
Ｒ
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
る
。
今
年
に
入
り
、

そ
の
食
味
を
高
く
評
価
し
た
県
外
大
手

百
貨
店
が
、
他
県
産
の
銘
柄
豚
に
代
え

て
、
愛
媛
甘
と
ろ
豚
を
常
時
販
売
す
る

と
い
う
成
果
も
出
て
い
る
。 

　
ま
た
、
地
元
の
道
後
温
泉
旅
館
協

同
組
合
が
、
一
年
近
く
か
け
て
新
料
理

「
道
後
蒸
し
」
を
創
作
。
薄
切
り
に
し

た
愛
媛
甘
と
ろ
豚
を
ロ
ー
ル
状
に
巻

き
、
野
菜
と
一
緒
に
蒸
し
あ
げ
る
ヘ
ル

シ
ー
料
理
で
、
ポ
ン
酢
や
伯
方
の
焼
き

塩
な
ど
を
つ
け
て
食
べ
る
。
大
手
旅
行

会
社
が
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
推
奨
す

る
な
ど
、
独
自
の
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー

が
好
評
を
博
し
て
い
る
。 

   

　
愛
媛
甘
と
ろ
豚
は
、
通
常
の
豚
に
比

べ
、
広
い
飼
育
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
、

肥
育
期
間
も
長
い
な
ど
、
飼
育
に
余
分

な
手
間
や
費
用
が
か
か
る
。
ま
た
、
愛

媛
県
は
飼
養
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
、
指
定
養
豚
農
家
に
生
産
を
限
定
す

る
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
供
給
体
制
で

臨
ん
で
い
る
。 

　
こ
の
た
め
、
当
初
は
出
荷
量
が
限

ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
生
産
規

模
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
今
年
度
は

３
６
０
０
頭
、
２
０
１
９
年
度
に
は

１
万
頭
の
生
産
を
目
指
し
て
い
る
。 

　
一
度
食
べ
れ
ば
味
の
違
い
が
は
っ
き
り

と
分
か
る
だ
け
に
、
供
給
体
制
の
整
備

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
愛
媛
甘
と
ろ
豚

の
評
価
も
一
段
と
高
ま
る
に
違
い
な
い
。 

11

ブランド産品の開発 

10

【特集】地域農業を成長産業に変える 

供
給
体
制
整
備
で
新
た
な 

銘
柄
豚
の
地
位
確
立
へ 

甘くとろけるような食感を持つ「愛媛甘とろ豚」 

新
ブ
ラ
ン
ド
「
愛
媛
甘
と
ろ
豚
」
の
開
発
（
愛
媛
県
） 

最
高
級
銘
柄
豚
の 

開
発 

◎愛媛県  http://www.pref.ehime.jp/h35350/amatoro/

新
ブ
ラ
ン
ド
「
オ
リ
ー
ブ
牛
」
の
開
発
（
Ｊ
Ａ
香
川
県
・
香
川
県
） 

   
　
香
川
県
内
で
肥
育
さ
れ
た

高
品
質
の
黒
毛
和
牛
「
讃
岐
牛
」
は
、

専
門
家
の
間
で
は
肉
質
の
よ
さ
で
高
い

評
価
を
得
て
い
る
も
の
の
、
神
戸
牛
や

松
阪
牛
な
ど
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
牛
に
比

べ
、
同
品
質
で
も
販
売
価
格
は
低
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
香
川
県
の

畜
産
関
係
者
は
何
ら
か
の
打
開
策
を
模

索
し
て
い
た
。 

　
２
０
０
７
年
、
小
豆
島
の
畜
産
業
者

が
、
関
西
の
市
場
関
係
者
と
意
見
交
換

し
た
際
、「
小
豆
島
の
特
産
品
を
使
っ
て

讃
岐
牛
を
よ
り
特
徴
化
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
さ
れ
た
。 

　
小
豆
島
の
特
産
と
言
え
ば
日
本
一
の

生
産
量
を
誇
る
オ
リ
ー
ブ
。
オ
リ
ー
ブ

は
牛
肉
の
お
い
し
さ
を
左
右
す
る
オ

レ
イ
ン
酸
を
多
く
含
む
。
そ
こ
で
、
オ

リ
ー
ブ
の
実
か
ら
オ
イ
ル
を
採
っ
た
搾

り
か
す
を
飼
料
に
加
え
れ
ば
肉
の
味
も

よ
く
な
る
の
で
は
と
思
い
つ
く
。 

　
し
か
し
、
生
の
搾
り
か
す
は
独
特
の

強
い
渋
み
が
あ
る
た
め
、
牛
に
食
べ
さ

せ
る
こ
と
は
予
想
以
上
に
難
航
し
た
。

干
し
柿
の
作
り
方
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

天
日
で
２
週
間
干
す
な
ど
の
工
夫
を
重

ね
、
よ
う
や
く
肥
育
に
成
功
。
２
０
１
０

年
５
月
に
初
出
荷
に
漕
ぎ
着
け
た
。 

　
２
０
１
１
年
に
は
「
オ
リ
ー
ブ
牛
」

の
商
標
登
録
を
行
い
、
生
産
農
家
も
当

初
の
３
戸
か
ら
県
下
全
域
の
　
戸
に
増

加
し
て
い
る
。 

   

　
オ
リ
ー
ブ
牛
は
、
讃
岐
牛
の
う
ち
、

出
荷
の
２
カ
月
以
上
前
か
ら
、
乾
燥
さ

せ
た
オ
リ
ー
ブ
の
搾
り
か
す
を
毎
日

１
０
０
グ
ラ
ム
以
上
餌
に
混
ぜ
て
食
べ

さ
せ
る
こ
と
が
条
件
。
こ
う
す
る
こ
と

で
オ
レ
イ

ン
酸
が
豊

富
に
な
る

だ
け
で
な

く
、
旨
み

成
分
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
も
一
般
的
な
和

牛
の
　
倍
に
な
る
。
そ
の
た
め
肉
の
風

味
や
柔
ら
か
さ
が
増
し
、
口
の
中
で
と

ろ
け
、
後
味
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。

さ
ら
に
オ
リ
ー
ブ
は
、
老
化
を
防
ぐ
抗

酸
化
成
分
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
多
く
含

ん
で
お
り
、
消
費
者
の
健
康
志
向
に
も

マ
ッ
チ
し
て
い
る
。 

　
Ｊ
Ａ
と
香
川
県
は
、
オ
リ
ー
ブ
牛
の

認
知
度
向
上
に
向
け
、
首
都
圏
で
の
試

食
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
大
手
ビ
ー
ル
会

社
と
の
連
携
事
業
、
民
放
テ
レ
ビ
番
組

で
の
紹
介
な
ど
、
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。 

　
香
川
の
銘
柄
牛
「
讃
岐
牛
」
と
県
木

で
も
あ
る
「
オ
リ
ー
ブ
」
の
組
み
合
わ

せ
で
誕
生
し
た
オ
リ
ー
ブ
牛
は
、
今
後
、

日
本
を
代
表
す
る
高
級
ブ
ラ
ン
ド
牛
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

新
ブ
ラ
ン
ド 

オ
リ
ー
ブ
牛
の
誕
生 

う
ま
み
と
ヘ
ル
シ
ー
で 

日
本
代
表
銘
柄
と
な
る
可
能
性 

牛の飼料となる 
乾燥させた搾りかす 

高い評価を受けているオリーブ牛 

日本一のオリーブ産地小豆島 

◎讃岐三畜銘柄化推進協議会  http://www.sanchiku.gr.jp/  

認
知
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み 

オリーブの実 

関西の大手百貨店の愛媛甘とろ豚販売コーナー 

温泉の湯けむりをイメージした 
創作料理「道後蒸し」 

甘とろ豚と一般豚のデータ比較 

やわらかさ（剪断力価） 
口溶け（脂肪融点） 
ジューシー性（保水力） 
脂肪の美味しさ（オレイン酸比率） 
サシの量（筋肉内脂肪） 

甘とろ豚 一般豚 
3.2kg/cm2 
35.7℃ 
82.6％ 
45.2％ 
4.8％ 

3.9kg/cm2 
43.3℃ 
76.8％ 
34.6％ 
2.7％ 

愛媛県農林水産研究所畜産研究センター調べ ※脂肪の融点は３３℃～３８℃間で個体差がある。 

６４ 

１.５ 

３５.７ 

４３.３ 

７.６ 

,

ち
ゅ
う 



【特集】地域農業を成長産業に変える 

地元食材の一品料理が並ぶ「彩菜食堂」 来店者の目にふれるガラス張りの 
残留農薬分析室「サイサイエンス・ラボ」 

ブルーベリータルトなど 
人気のスウィーツが並ぶ 
「saisai cafe」 
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さ
い
さ
い
き
て
屋
開
設
の
経
緯
は 

西坂  文秀 氏 

　
愛
媛
県
今
治
市
の
国
道
１
９
６
号
線
沿
い
に
、全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
日
本
最
大
級
の
農
産
物
直
売
所
「
さ
い
さ
い
き
て
屋
」

が
あ
る
。
約
１
万
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、売
り
場
面
積 

１
８
６
２
平
方
メ
ー
ト
ル
の
直
売
所
や
２
７
０
台
収
容
の
駐
車
場
、

市
民
農
園
な
ど
を
整
備
。
年
間
の
売
上
約
　
億
円
、集
客
数
約

２
０
０
万
人
を
誇
り
、直
売
所
で
の
販
売
額
が
年
８
０
０
万
円
を

超
え
る
農
家
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
直
売
所
を
運
営
す
る
Ｊ
Ａ

お
ち
い
ま
ば
り
の
西
坂
文
秀
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。 

　１９６１年愛媛県今治市生まれ。大学卒業後、
今治南農協に入組。１９９７年に今治市、越智郡内
の１４農協が合併し、越智今治農業協同組合（ＪＡ
おちいまばり）が誕生。同組合が２０００年に開設し
た農産物直売所「さいさいきて屋」の立ち上げとそ
の後の運営に中心的な役割を担ってきた。２０１２ 
年、ＪＡおちいまばり直販開発室室長に就任。 
　２０１０年、農林水産省「地産地消の仕事人」に
選出。２０１２年、「さいさいきて屋」が全国農業協同
組合中央会（ＪＡ全中）、NHK等が主催する第４１回
日本農業賞・特別部門の「食の架け橋賞」大賞
を受賞。 

さいさいきて屋直売所運営協議会 

年
間
の
集
客
数
が
約
２
０
０
万
人
に 

の
ぼ
る
と
の
こ
と
で
す
が 

農
業
以
外
で
地
域
へ
の
波
及
効
果
は 

あ
り
ま
す
か 

今
後
の
展
開
や
構
想
に
つ
い
て
は 

◎さいさいきて屋 
　（愛媛県今治市中寺２７９-１） 
 
　○営業時間（１月１日～３日は休み）  
　　直 売 所：９：００～１９：００ 
　　saisai cafe： ９：００～１８：００ 
　　彩 菜 食 堂：１１：００～１５：００、１７：００～２０：００   
　○駐車場：２７０台  
　○電話：０８９８-３３-３１３１  
　○ホームページ、インターネット販売   http：//saisaikiteya.com/  
　　今治産素材で作ったドレッシングやハムなど、こだわりの商品を販売  
　○アクセス【車】 
　　今治小松自動車道  今治湯ノ浦IC～さいさいきて屋、約１５分 
　　西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道）  今治IC～さいさいきて屋、約１０分 

た
く
さ
ん
の
農
家
が 

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
ね 

さいさいきて屋全景 

今治産の旬の食材が所狭しと並ぶ店内 

　
さ
い
さ
い
き
て
屋
は
、
も
と
も
と

２
０
０
０
年
に
始
め
た
小
さ
な
農
産
物

直
売
所
で
し
た
。
専
業
農
家
が
減
り
、

農
協
離
れ
も
進
む
中
、
兼
業
農
家
や
小

規
模
農
家
を
応
援
す
る
た
め
に
つ
く
っ

た
お
店
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
か
ら
募
っ

た
会
員
農
家
が
そ
の
日
採
れ
た
野
菜
な

ど
を
持
ち
込
み
、バ
ー
コ
ー
ド
に
は
自
分

の
名
前
を
印
字
し
、
値
段
も
自
分
で
決

め
て
店
頭
に
並
べ
る
仕
組
み
で
す
。
売

れ
残
り
は
農
家
が
全
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

店
名
は
「
再
々
」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
野

菜
や
果
物
が
揃
っ
て
い
る
と
い
う
意
味

の
造
語
「
彩
菜
」
を
か
け
て
付
け
ま

し
た
。 

　
売
上
は
３
年
目
で
１
億
円
の
目
標
に

対
し
、
初
年
度
で
　
億
円
、
２
年
目
で

３
億
円
と
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
は
産
地
偽
装
問
題
な
ど
で
食
の

安
全
が
見
直
さ
れ
始
め
、
地
産
地
消
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
追
い
風

に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
に
、
Ａ

コ
ー
プ
（
農
協
が
経
営
す
る
食
品
ス
ー

パ
ー
）
を
改
装
し
た
新
店
舗
に
移
転
し

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
手
狭
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
職
員
有
志
で
事
業
拡
充

の
検
討
に
着
手
し
、
２
０
０
７
年
４

月
に
現
在
の
大
型
施
設
を
誕
生
さ
せ

ま
し
た
。
農
家
と
消
費
者
と
の
結
び

付
き
を
強
く
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
、

飲
食
、
加
工
、
研
修
な
ど
の
施
設
や
農

園
を
併
設
し
た
こ
と
で
、
総
事
業
費
は

約
　
億
円
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ

の
上
層
部
が
よ
く
決
断
し
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。 

   

　
市
内
か
ら
の
お
客
様
が
平
日
は
９

割
、
休
日
は
７
割
程
度
を
占
め
ま
す
。

新
鮮
で
値
段
が
手
頃
な
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
今
治
産
に
こ
だ
わ
っ
た

品
揃
え
が
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
り
、

地
元
消
費
者
の
支
持
を
得
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
一
方
で
、
地
元
で
収
穫
で
き
な
い

農
産
物
や
Ｊ
Ａ
の
守
備
範
囲
で
は
な
い

魚
介
類
、
最
低
限
の
調
味
料
な
ど
、

台
所
に
あ
る
も
の
は
全
て
取
り
揃
え
る

こ
と
で
お
客
様
の
利
便
性
を
高
め
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、旬
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
一
品
料
理
を
自
由
に
選
べ
る
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
方
式
の
食
堂
、
お
し
ゃ
れ
な
ス

ウ
ィ
ー
ツ
や
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
な
ど
を
提

供
す
る
カ
フ
ェ
を
設
け
た
こ
と
で
、そ
れ

ま
で
直
売
所
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
少
な

か
っ
た
子
供
連
れ
の
家
族
や
若
い
女
性

客
を
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
貸
し
農
園
や
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
タ
ジ
オ
も
あ
り
、
作
る
、
売
り
買
い

す
る
、
料
理
す
る
、
食
べ
る
と
い
っ
た

農
業
や
食
を
巡
る
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   

　
会
員
農
家
数
は
２
０
０
０
年
当
初
の

　
軒
に
対
し
、
現
在
で
は
約
１
２
０
０

軒
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
も
少

な
い
く
ら
い
で
す
。 

　「
農
家
に
と
っ
て
の
喜
び
は
、
持
ち
込

ん
だ
農
作
物
が
よ
り
多
く
売
れ
る
こ
と
。

そ
の
喜
び
を
で
き
る
だ
け
多
く
味
わ
っ

て
ほ
し
い
。」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は
食
堂
や
カ

フ
ェ
で
食
材
と
し
て
も
使
っ
て
お
り
、
売

れ
残
っ
た
野
菜
も
パ
ウ
ダ
ー
に
加
工
し
て

パ
ン
や
ケ
ー
キ
の
材
料
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
他
産
地
か
ら
仕
入
れ
た
作
物

の
販
売
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
確
実
に

売
れ
る
数
量
を
割
り
出
し
、
地
元
農
家

に
栽
培
・
出
荷
を
勧
め
て
い
ま
す
。
出

荷
が
難
し
い
し
ま
な
み
海
道
沿
い
の
農

家
か
ら
は
、
島
在
住
の
職
員
が
出
勤
途

中
に
農
産
物
を
集
荷
し
て
い
ま
す
。 

   

　
地
元
食
品
メ
ー
カ
ー
に
委
託
し
て
地

元
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
食
品
を
約
　

種
類
ほ
ど
製
品
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
の
小
・
中
学
校
　
校
（
給
食
）
や
ホ

テ
ル
・
旅
館
７
軒
に
食
材
を
提
供
し
て

お
り
、
地
産
地
消
の
メ
ニ
ュ
ー
が
好
評

の
よ
う
で
す
。 

　
観
光
面
で
は
、
団
体
ツ
ア
ー
の
大
型

バ
ス
が
立
ち
寄
る
よ
う
に
な
り
、
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
野
菜
等
の
売
れ
残
り
は
１
割
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
売
れ
残
り

の
少
な
い
直
売
所
日
本
一
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、「
農
と
食
」
に
加
え
て
、
新
た

に
「
農
と
衣
」
の
連
携
を
進
め
て
い
ま

す
。
既
に
、
地
元
高
校
の
農
業
科
な
ど

の
生
徒
と
綿
を
栽
培
し
、
そ
れ
を
原
料

に
し
て
地
元
の
繊
維
・
タ
オ
ル
メ
ー

カ
ー
と
衣
料
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
人
が
農

業
に
関
わ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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今
回
の
旅
の
出
発
地
・
松
山
市
に

は
八
つ
の
札
所
が
あ
る
が
、
そ
の
最

初
の
お
寺
が
第
　
番
「
浄
瑠
璃
寺
」。

石
段
を
上
っ
て
境
内
へ
入
る
と
、

樹
齢
１
０
０
０
年
を
超
す
大
樹
イ
ブ

キ
ビ
ャ
ク
シ
ン
が
迎
え
て
く
れ
る
。

近
く
に
は
、
裸
足
で
踏
む
と
健
脚
や

交
通
安
全
に
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ

る
仏
足
石
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
願

掛
け
を
し
て
出
発（
ａ
）。 

　
途
中
、
寄
り
道
を
し
て
焼
き
物
の

町
・
砥
部
町
へ
。
砥
部
焼
は
、
白
磁

に
藍
の
伝
統
あ
る
染
め
付
け
が
特

徴
で
、
素
朴
で
厚
み
が
あ
り
、
食
器

な
ど
日
常
使
用
す
る
器
と
し
て
人
気

が
あ
る
。
現
在
、
窯
元
の
数
は
約

１
０
０
軒
だ
と
か
。
町
が
運
営
す
る

砥
部
町
陶
芸
創
作
館
で
人
気
の
絵

付
を
体
験
（
ｂ
）。 

　
次
は
第
　
番
「
西
林
寺
」
へ
。
境

内
が
道
路
よ
り
低
い
た
め
、
八
十
八

箇
所
で
唯
一
石
段
を
下
り
て
参
拝

す
る
。
こ
の
寺
を
無
間
地
獄
に
た

と
え
、
罪
深
い
者
が
境
内
に
入
る

と
奈
落
の
底
に
落
ち
る
と
も
言
わ

れ
て
い
る（
ｃ
）。 

　
寺
の
ほ
ど
近
く
に
は
、
四
国
巡
礼

中
の
空
海
が
、
干
ば
つ
に
苦
し
む

村
人
の
た
め
、
杖
で
地
面
を
突
い

て
泉
を
湧
か
せ
た
と
い
う
「
杖
の
淵
」

が
あ
る
。
水
は
今
も
涸
れ
る
こ
と
な

く
こ
の
地
を
潤
し
、
日
本
の
「
名
水

百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る（
ｄ
）。 

　
次
に
、四
国
遍
路
の
元
祖
と
さ
れ

る
衛
門
三
郎
の
伝
説
に
因
む
第
　

番
「
石
手
寺
」。
道
後
温
泉
に
近

く
、
一
般
の
観
光
客
も
数
多
く
訪

れ
る
。
国
宝
の
二
王
門
の
ほ
か
、
国

指
定
重
要
文
化
財
の
本
堂
や
三
重

塔
な
ど
鎌
倉
時
代
に
建
て
ら
れ
た

堂
塔
が
建
ち
並
ぶ
境
内
の
眺
め
は

壮
観
。
宝
物
館
に
も
多
く
の
寺
宝

が
あ
り
、
四
国
霊
場
で
も
指
折
り

の
名
刹
で
あ
る
（
ｅ
）。 

  

　
松
山
市
街
に
は
、
夏
目
漱
石
の
小

説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で

マ
ッ
チ
箱

の
よ
う
な
汽
車

と
描
か
れ
た
「
坊

っ
ち
ゃ
ん
列
車
」
が
走
る
（
ｆ
）。

司
馬
　
太
郎
の
小
説『
坂
の
上
の
雲
』

に
因
む
展
示
が
み
ら
れ
る
「
坂
の
上

の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
も
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
を
（
ｇ
）。 

　
ま
た
遍
路
の
疲
れ
は
、
道
後
温

泉
で
癒
し
た
い
。
万
葉
集
に
も
登

場
す
る
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
名
湯
。

そ
の
シ
ン
ボ
ル
が
明
治
　
年
に
建
て

ら
れ
た｢

道
後
温
泉
本
館｣

。
国
の

重
要
文
化
財
で
今
も
公
衆
浴
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
湯
上
り

を
座
敷
で
涼
ん
だ
後
は
、
下
駄
の

音
が
鳴
る
湯
の
街
を
マ
ド
ン
ナ
気
分

で
人
力
車
か
ら
眺
め
る
の
も
一
興
。

温
泉
情
緒
を
楽
し
み
つ
つ
、
ご
当
地

名
物
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
団
子
」
を
ご

賞
味
あ
れ（
ｈ
ｉ
ｊ
）。 

  

　
松
山
市
に
あ
る
第
　
番「
円
明
寺
」

か
ら
今
治
市
に
あ
る
第
　
番
「
延
命

寺
」
ま
で
は
、
瀬
戸
内
の
の
ど
か
な

海
岸
線
に
沿
っ
て
約
　
㎞
。
折
角
な

の
で
世
界
初
の
三
連
吊
橋
・
来
島

海
峡
大
橋
を
渡
っ
て
対
岸
の
大
島

へ
。
橋
の
た
も
と
か
ら
出
る「
急
流

観
潮
船
」に
乗
船
。
来
島
海
峡
の
迫

力
あ
る
潮
流
や
、
日
本
一
の
海
事

都
市
・
今
治
の
造
船
所
群
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
満
載
（
ｋ
）。
そ
の
後
、

標
高
３
０
８
ｍ
の
亀
老
山
展
望
台

に
登
り
、
瀬
戸
内
海
な
ら
で
は
の

多
島
美
を
堪
能（
ｌ
）。 

  

　
今
治
の
街
中
に
あ
る
第
　
番
「
南

光
坊
」
へ
。「
坊
」
が
つ
く
札
所
は

こ
こ
だ
け
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
お
遍

路
さ
ん
と
四
方
山
話
に
花
が
咲
く
。

遍
路
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る（
ｍ
）。 

　
の
ど
か
な
山
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
の

が
第
　
番
「
栄
福
寺
」。
山
際
に

本
堂
が
建
ち
、
足
腰
守
り
の
お
寺

と
し
て
も
信
仰
を
集
め
る
（
ｎ
）。 

　
そ
し
て
、
今
回
の
旅
の
終
着
、
第

　
番
「
仙
遊
寺
」。
今
宵
は
宿
坊
に

宿
泊
。
自
慢
の
温
泉
と
宿
坊
飯
で

英
気
を
養
い
、
翌
日
は
早
起
き
し
て

朝
の
お
勤
め（
ｏ
）。 

　
霞
み
の
中
か
ら
力
強
く
溢
れ
出

す
朝
陽
に
包
ま
れ
、
様
々
な
出
会

い
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
今
回
の
旅

を
締
め
く
く
っ
た（
ｐ
）。 
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四国八十八箇所を 
旅する 
伊予の国～菩提の道場 

　「世界遺産」への登録を目指す

四国八十八箇所。「発心」（徳島）、

「修行」（高知）、「菩提」（愛媛）、「涅

槃」（香川）の四つの道場に分かれ

ており、国内外を問わず多くの老若

男女を惹きつける。「無理せず、楽

しみながらお遍路」をモットーに、

今回は愛媛編の第２回目、松山から

今治にかけての

札所を巡った。 

健
脚
と
旅
の
安
全
を
祈
願
し
て 

出
発
！ 

【愛媛編②】 

　 

再
び
菩
提
の
道
場
へ 

　 

松
山
と
い
え
ば
・・・ 

ね 

はん 

早
朝
の
朝
陽
に
つ
つ
ま
れ
、 

清
々
し
い
気
分
で 

旅
を
終
え
ま
し
た
。 

　 

瀬
戸
内
の
自
然
。 

　 

遍
路
の
道
の
り
は
続
く
。 

3日目 4日目 6日目 5日目 7日目 

2日目 

1日目 2日目 

1日目 

歩き 

車 

600 

400 

200 

0

標高（m） 

浄
瑠
璃
寺 

46

0.5 
㎞ 
←  

国
分
寺 

59

33 
㎞ 

八
坂
寺 

47

5 
㎞ 
←  

岩
屋
寺 

45

28 
㎞ 
←  

西
林
寺 

48

3.5 
㎞ 
←  

浄
土
寺 

49

繁
多
寺 

50

3 
㎞ 
←  

石
手
寺 

51

12.5  
㎞ 
←  

2 
㎞ 
←  

太
山
寺 

52

2.5 
㎞ 
←  

円
明
寺 

53

35 
㎞ 
←  

延
命
寺 

54

4 
㎞ 
←  

南
光
坊 

55

4 
㎞ 

泰
山
寺 

56

4 
㎞ 
←  

栄
福
寺 

57

4 
㎞ 
←  

仙
遊
寺 

58

7.5 
㎞ 
←  ←  

【波止浜湾】 
＠今治市  
クレーンが林立
する日本屈指の
造船のまち。「急
流観潮船」で海
から見学できる。 

【箱車】 
＠栄福寺 本堂の縁 
昔、足の不自由な少年
お遍路さんが、栄福寺
にお参りして歩けるよ
うになり奉納した箱車。
お大師さまへの感謝
の念が伝わる。 

【鯛そうめん】 
＠松山市内 
３色そうめんにネギ、
わかめ、錦糸卵などの
鮮やかな彩りに、鯛
の姿煮が何とも豪華！
濃いめのだしで食が
すすむ。 

【タオル美術館】 
＠今治市 
日本一のタオル産地
ならではの本格的美
術館。タオル生地の
美術作品などタオル
の持つ様々な魅力を
楽しめる。 

おもいでめも♪ 

ほっ しん 

ぼ　だい 

４６ 

４８ 

じ
ょ
う 

５１ 

“ 

” ２７ 
え
ん
み
ょ
う
じ 

５３ 
５４ 

４０ 

き
　
ろ
う
さ
ん ５５ 

５７ 

５８ 

さ
い 

り
ん
　じ 



Ｄプシコース純度１００％の 

粉末商品「レアスウィート」。 

特定保健用食品（トクホ）に 

申請しており、認可後に 

販売を予定 

　
希
少
糖
は
、
自
然
界
に
様
々
な
種
類

が
存
在
す
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
が
、
キ
シ
リ
ト
ー
ル
な
ど
を
除

く
と
大
半
は
採
取
・
生
産
が
難
し
く
、

そ
の
生
理
的
機
能
等
に
関
す
る
研
究
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

　
１
９
９
１
年
、
香
川
大
学
農
学
部
の

何
森
健
教
授
が
、
自
然
界
に
豊
富
に
存

在
す
る
果
糖
を
、
希
少
糖
の
一
種
・
Ｄ

プ
シ
コ
ー
ス
に
変
換
す
る
酵
素
を
発
見

し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
量
生
産
の
道
が

開
か
れ
、
以
前
は
１
ｇ
当
た
り
７
万
円

も
し
た
Ｄ
プ
シ
コ
ー
ス
が
、
今
で
は
数

十
円
程
度
で
生
産
で
き
る
ま
で
に
な
る
。

こ
の
酵
素
は
同
大
学
農
学
部
の
食
堂
裏

の
土
の
中
か
ら
偶
然
見
つ
か
っ
た
も
の

で
、
ま
さ
に
歴
史
的
発
見
と
な
っ
た
。 

　
そ
の
後
、
何
森
教
授
は
、　
種
類
以

上
の
希
少
糖
を
酵
素
反
応
で
生
産
す
る

道
筋
（
イ
ズ
モ
リ
ン
グ
）
を
体
系
化
。

こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
希
少
糖
の

生
産
技
術
が
向
上
し
、
研
究
用
試
料
も

潤
沢
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
希

少
糖
の
生
理
的
機
能
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。 

  

　
最
も
研
究
が
進
む
Ｄ
プ
シ
コ
ー
ス
は
、

砂
糖
の
７
割
の
甘
さ
が
あ
る
一
方
カ
ロ

リ
ー
ゼ
ロ
で
、
肥
満
や
糖
尿
病
、
動
脈

硬
化
の
改
善
や
予
防
に
効
果
を
持
つ
こ

と
が
科
学
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。 

　
２
０
１
０
年
に
は
、
関
連
企
業
４
社

が
出
資
す
る
合
同
会
社
希
少
糖
食
品
が
、

純
度
１
０
０
％
の
Ｄ
プ
シ
コ
ー
ス
の
粉

末
製
品
を
、
血
糖
値
抑
制
効
果
が
あ
る

食
品
と
し
て
「
特
定
保
健
用
食
品
」（
通

称 

ト
ク
ホ
）
に
申
請
、
２
０
１
３
年
頃

に
は
消
費
者
庁
か
ら
認
可
さ
れ
る
見
通

し
で
あ
る
。
次
い
で
、
肥
満
抑
制
効
果

な
ど
に
つ
い
て
も
ト
ク
ホ
へ
の
申
請
を

予
定
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
２
０
１
０
年
に
、
香
川
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
㈱
希
少
糖
生
産
技
術

研
究
所
と
有
力
で
ん
ぷ
ん
メ
ー
カ
ー
の

松
谷
化
学
工
業
㈱
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

が
共
同
で
、「
化
学
法
」
と
呼
ば
れ
る

新
技
術
を
使
っ
て
、
希
少
糖
を
含
む
シ

ロ
ッ
プ
（
液
糖
）
の
開
発
に
世
界
で
初

め
て
成
功
し
た
。 

　
こ
の
手
法
で
生
産
さ
れ
る
「
レ
ア
シ
ュ

ガ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ト
」（
以
下
Ｒ
Ｓ
Ｓ
）、
は
、

Ｄ
プ
シ
コ
ー
ス
な
ど
の
希
少
糖
を
約
　

％
含
む
機
能
性
甘
味
料
。
カ
ロ
リ
ー
は

通
常
の
糖
に
比
べ
２
割
程
度
低
く
、
砂

糖
と
ほ
ぼ
同
じ
味
質
で
９
割
程
度
の
甘

さ
を
有
す
る
。
ま
た
、
香
川
大
学
の
研

究
調
査
で
、
Ｒ
Ｓ
Ｓ
は
脂
肪
蓄
積
抑
制

（
肥
満
予
防
）
や
糖
代
謝
改
善
（
糖
尿

病
予
防
）
の
効
果
を
持
つ
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。 

　
２
０
１
１
年
６
月
に
は
、
香
川
県
内

の
企
業
向
け
に
先
行
販
売
（
４
０
０
円

／
㎏
）
を
開
始
。
既
に
、
県
内
企
業
約

　
社
が
、
ス
ウ
ィ
ー
ツ
や
パ
ン
、
梅
酒
、

肉
や
魚
料
理
な
ど
約
　
種
類
の
商
品
に

使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
２
年

６
月
か
ら
は
、
全
国
販
売
も
開
始
。

（
今
の
と
こ
ろ
、
業
務
用
販
売
の
み
で
、

一
般
へ
の
販
売
は
し
て
い
な
い
） 

　
今
後
の
需
要
拡
大
に
備
え
、
松
谷

化
学
工
業
㈱
で
は
、
香
川
県
宇
多
津
町

（
番
の
州
臨
海
工
業
団
地
）
に
　
億
円

を
投
じ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
の
量
産
工
場
を
建
設
中

で
、
２
０
１
３
年
夏
の
本
格
稼
動
を
予

定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
量

は
現
在
の
　
㌧
／
年
か
ら
１
２
０
０
０

㌧
／
年
に
ま
で
拡
大
す
る
。 

   

　
こ
の
Ｄ
プ
シ
コ
ー
ス
に
次
い
で
、
研
究

や
事
業
化
の
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
Ｄ
ア
ロ
ー
ス
で
あ
る
。 

　
Ｄ
ア
ロ
ー
ス
は
、
Ｄ
プ
シ
コ
ー
ス
か

ら
別
の
酵
素
を
使
っ
て
で
き
る
希
少
糖

で
、
量
産
化
に
も
ほ
ぼ
メ
ド
が
立
っ
て

い
る
。
ま
た
、
優
れ
た
抗
酸
化
作
用
や

が
ん
細
胞
増
殖
抑
制
作
用
を
も
つ
こ
と

が
、
動
物
実
験
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
お

り
、
医
療
へ
の
応
用
に
強
い
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
こ
数
年
に
か
け
て
、
Ｄ
ア
ロ
ー
ス

の
生
理
活
性
作
用
を
医
薬
用
途
等
に

利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
香
川
県
内

を
中
心
と
し
た
産
学
関
係
者
が
共
同
で

数
多
く
の
特
許
を
出
願
し
て
い
る
。
香

川
大
学
希
少
糖
研
究
セ
ン
タ
ー
の
　
田

セ
ン
タ
ー
長
は
、「
Ｄ
ア
ロ
ー
ス
は
、
医

薬
品
と
し
て
非
常
に
大
き
な
市
場
が
見

込
め
る
シ
ー
ズ
で
あ
り
、
今
後
、
国
内

外
の
製
薬
会
社
と
も
連
携
し
て
、
数
年

程
度
を
目
途
に
製
品
化
に
繋
げ
た
い
」

と
し
て
い
る
。 

                

　
２
０
１
２
年
６
月
、
香
川
大
学
希
少

糖
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
希
少
糖
の
生

産
設
備
を
大
幅
に
拡
充
し
、
よ
り
大
量
・

安
価
に
、
様
々
な
種
類
の
希
少
糖
を
研

究
者
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。 

　
　
田
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
今
で
は
海
外

の
研
究
者
か
ら
も
『
希
少
糖
を
知
る
に

は
香
川
に
来
る
し
か
な
い
』
と
言
わ
れ

て
い
る
。
今
後
も
、
希
少
糖
を
人
類
共

通
の
資
産
と
し
て
十
分
に
活
用
で
き
る

よ
う
、
希
少
糖
研
究
で
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
ゆ
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。 

 

1617

医
療
へ
の
応
用
の
期
待
が
高
ま
る 

Ｄ
ア
ロ
ー
ス 

D-グリトール 
L-グルシトール 

アリトール 

ガラクチトール 

D-マンニトール L-イディトール 

D-グルシトール 
L-グリトール 

L-ソルボース 
果糖 

D-フラクトース 

D-プシコース 

D-タガトース 

D-タリトール 
D-アルトリトール 

D-ソルボース 

D-イディトール L-マンニトール 

L-タガトース 

L-プシコース 

L-タリトール 
L-アルトリトール 

L-フラクトース 

D-アロース 

D-アルトロース 

D-タロース 

D-イドース 

D-グロース 

L-グロース 

L-イドース 

L-ガラクトース 

L-タロース 

L-アルトロース 

L-マンノース 

L-グルコース 

L-アロース 

ブドウ糖 
D-グルコース 

D-マンノース 

D-ガラクトース 

イズモリング 
自
然
界
に
微
量
し
か
存
在
し
な
い
糖
・
希
少
糖
。 

　
年
余
り
前
に
香
川
大
学
で
、 

本
格
的
研
究
の
端
緒
が
開
か
れ
た
。 

そ
の
後
、希
少
糖
に
関
す
る
様
々
な
研
究
が
進
み
、 

昨
年
か
ら
は
、希
少
糖
を
使
っ
た
加
工
食
品
の
商
品
化
も 

相
次
ぐ
な
ど
、研
究
成
果
が
一
般
の
人
の
目
に
も 

触
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。 

こ
う
し
た
希
少
糖
研
究
の 

最
近
の
動
向
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

２０ 

希
少
糖
研
究
の
幕
開
け 

香
川
発
の
人
類
共
通
の
資
産
の
活
用 

自然界に豊富に存在する糖（ 枠で表示）から様々な種類の

希少糖が酵素反応で生産されてゆく道筋を示している 

実
用
化
が
進
む 

Ｄ
プ
シ
コ
ー
ス 

香川大学希少糖研究センターにある希少糖の生産設備 

香川大学 希少糖研究センター長 
医学部教授  　田 雅明氏 

Ｄプシコースなどの希少糖を含む 
シロップ「レアシュガースウィート」と 
それを使った商品例 

新
た
な
段
階
を
迎
え
た 

「
希
少
糖
」
の
実
用
化
と 

応
用
研
究 

１５ 

７０ 

, ５０ 

：
 

２０ 

３０ 

５０ 

い
ず
も
り 



徳
島
市 

松山市 

高知市 

高松市 

岡山市 
広島市 

神戸市 

中土佐町 

凡　例 
高速道路の開通区間 

　　　　建設中・予定区間 〃 

今治市 

宇和島市 

  

　
当
社
は
１
９
３
９
年
に
創
業
、
宝
石

加
工
技
術
を
基
盤
に
し
た
先
端
製
品
の

開
発
製
造
を
得
意
と
し
て
お
り
、
か
つ

て
は
、レ
コ
ー
ド
針（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
針
）

の
大
手
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

超
小
型
モ
ー
タ
ー
や
携
帯
電
話
用
の
振

動
デ
バ
イ
ス
と
共
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
材
料
の

窒
素
ガ
リ
ウ
ム
を
成
長
さ
せ
る
基
板
と

し
て
使
わ
れ
る
人
工
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板

が
主
力
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
生
産
拠
点
は
、
他
に
、
国
内
は
秋
田

と
青
森
に
、
海
外
は
タ
イ
と
中
国
（
上

海
）
に
あ
り
ま
す
。 

   

　
阿
南
市
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
世
界
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
で
、
当
社
第
一
の
お
客

さ
ま
で
も
あ
る
日
亜
化
学
工
業
㈱
の

本
社
や
主
力
工
場
が
あ
り
ま
す
。
も
と

も
と
、
秋
田
工
場
の
増
設
計
画
を
進
め

て
い
た
矢
先
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
直
接
的
な
被
害
は
免
れ

ま
し
た
が
、
電
力
不
足
の
懸
念
や
、
災

害
に
よ
る
生
産
や
物
流
の
停
止
リ
ス
ク

へ
の
対
応
を
検
討
す
る
中
で
、
日
亜
化

学
工
業
様
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
阿
南
市

へ
の
立
地
を
決
断
し
ま
し
た
。
投
資
額

は
約
８
億
円
で
す
。 

    

　
四
国
工
場
の
開
設
に
あ

た
っ
て
は
、
地
元
自
治
体
を

は
じ
め
各
方
面
か
ら
多
大
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。
特
に
徳

島
県
に
は
、
震
災
の
被
災

企
業
を
支
援
す
る
「
東
日
本
大
震
災

被
災
企
業
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
」

適
用
第
１
号
と
し
て
、
設
備
導
入
費
用

な
ど
を
補
助
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
社
は
、
徳
島
県
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
産

業
の
集
積
を
目
指
す
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
レ

イ
構
想
」
に
お
け
る
１
０
１
社
目
の

企
業
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
阿
南
市

に
は
固
定
資
産
税
の
減
免
や
、
転
勤
者

へ
の
行
政
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
現
在
、
四
国
工
場
に
は
、
秋
田
と
青

森
か
ら
　
名
が
赴
任
し
て
い
ま
す
が
、

順
次
、
現
地
採
用
に
切
り
替
え
て
い
く

予
定
で
す
。
今
年
度
は
５
名
程
度
の
新

卒
者
を
採
用
し
、
そ
の
後
も
継
続
的
に

新
規
雇
用
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

       

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
照
明
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ

や
携
帯
電
話
の
液
晶
画
面
の
光
源
な

ど
と
し
て
、
世
界
的
な
需
要
拡
大
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
、
当
社
は
最
先
端
の
技

術
開
発
に
挑
戦
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
レ
イ
構
想
」
の
一
員
と
し
て
、

徳
島
県
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

JR徳島線 

徳島自動車道 

193

193
318

192

土成IC

脇町IC

阿波市 

吉野川市 

吉野川 

美馬市 

西長峰工業団地 

492

並
木
精
密
宝
石
㈱ 

19 18

貴
社
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、 

お
教
え
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 徳
島
県
へ
の
立
地
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

徳
島
県
に
新
工
場
を 

開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

News
企業立地 

西
長
峰
工
業
団
地
（
徳
島
県
阿
波
市
） 

阿 波 市  

○阿波市工場設置奨励条例 
　・法人市民税、固定資産税免除（期間３～５年間） 
　・新規雇用者数×４０万円（限度額１千万円） 
○工場立地法の緑地面積率の緩和 
　・緑地面積率：敷地面積の２０％→１％以上 
　・環境施設面積率：敷地面積の２５％→３％以上 

徳 島 県  

○徳島県企業立地補助要綱 
　・設備投資への補助金 
　  工場や機械設備など投下固定資産額の一定 
　  割合を補助（５～２０％）（最高限度額１５億円） 
　・新規地元雇用への補助金 
　 新規雇用者数×７０万円（限度額６千万円） 
　  ほかに、融資や税制など各種優遇措置あり 

●お問い合わせ先 
徳島県商工労働部 企業支援課  TEL.088-621-2155   阿波市商工観光課  TEL.0883-35-7875

●自治体による主な企業進出支援策 

　
阿
波
市
は
平
成
　
年
に
板
野
郡
の
吉
野
町
と
土
成
町
、
阿
波
郡
の
市
場
町
と
阿
波
町
の
４
つ
の
町
が
合
併

し
て
誕
生
。
徳
島
県
中
央
部
の
吉
野
川
北
岸
に
位
置
し
、
北
は
香
川
県
に
隣
接
、
気
候
は
温
暖
で
、
美
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。 

　「
西
長
峰
工
業
団
地
」
は
こ
の
阿
波
市
内
に
あ
る
内
陸
型
工
業
団
地
。
交
通
面
で
は
、
徳
島
自
動
車
道
脇
町
Ｉ
Ｃ
、

徳
島
・
香
川
の
両
県
都
に
直
結
す
る
国
道
１
９
２
、
１
９
３
号
線
に
近
接
、
東
京
・
福
岡
便
の
就
航
す
る

「
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
」
に
加
え
、
上
海
・
ソ
ウ
ル
と
の
国
際
航
空
路
線
を
持
つ
「
高
松
空
港
」
へ
も

ス
ム
ー
ズ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
さ
ら
に
、
平
成
　
年
度
に
は
徳
島
自
動
車
道
徳
島
Ｉ
Ｃ
と
神
戸
淡
路
鳴
門

自
動
車
道
鳴
門
Ｉ
Ｃ
が
つ
な
が
る
予
定
で
あ
り
、
神
戸
、
大
阪
な
ど
関
西
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に

向
上
す
る
。 

　
本
工
業
団
地
に
は
現
在
３
社
が
立
地
し
、
残
る
分
譲
区
画

は
１
区
画（
約
　
　
）の
み
と
な
っ
て
い
る
。
徳
島
県
や
阿
波

市
で
は
進
出
企
業
に
対
し
て
補
助
金
の
交
付
や
税
制
面
の
優

遇
措
置
、
ま
た
、
進
出
に
関
す
る
行
政
手
続
等
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
す
る
な
ど
、
手
厚
い
支
援
策
を

講
じ
て
い
る
。 

交 通  

［道路］徳島自動車道「脇町IC」まで４km 
［鉄道］JR徳島線穴吹駅まで５km 
［港湾］重要港湾徳島小松島港まで４０km 
　　　重要港湾高松港まで４９km 
［空港］高松空港まで３０km 
　　　徳島阿波おどり空港まで４３km

所 在 地  徳島県阿波市阿波町西長峰 

事業主体  徳島県 

分譲面積  ３１,１７１㎡ 

分譲価格  価格：１３,６００円/㎡（分譲方法：一括支払、分割払） 
※リース価格  ２８８円/㎡.年 

●西長峰工業団地の概要 

企業進出支援策の適用には一定要件を満たす必要があり、 
詳細は下記までお問い合わせください 

（注） 

　
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
製
造
に
使
わ
れ
る
人
工
サ
フ
ァ
イ
ア

基
板
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
並
木
精
密
宝
石
㈱（
本
社  
東
京
都
）が
、

昨
年
７
月
、徳
島
県
阿
南
市
に
四
国
工
場
を
新
設
し
た
。
そ
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
真
光
実
執
行
役
員
四
国
工
場
長
に
お
伺
い
し
た
。 

◎徳島県の工業用地の情報  
　徳島県商工労働部  企業支援課  TEL.088-621-2155 
　ホームページ http: //www.pref.tokushima.jp/promoting/

阿南市 

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

Ｑ ※
震
災
で
直
接
・
間
接
を
問
わ
ず
影
響
を
受
け 

　
た
企
業
を
対
象
に
、機
械
設
備
費
の
　
％
（
上

　
限
１
億
円
）、地
元
雇
用
１
人
当
た
り
　
万
円

　
（
同
６
千
万
円
）
等
を
補
助
。
３
年
間
の
期
限

　
付
き
で
施
行
。 

徳島自動車道 

市
道
西
長
峰
工
業
団
地
線 

分譲中の区画 

N

真光  実  執行役員四国工場長 
ま  　こう 

ＬＥＤ製造に不可欠な人工サファイア基板 

事
業
を
進
め
て 

ゆ
く
上
で
、地
元
と
の 

関
わ
り
は
い
か
が
で
す
か
。 

Ｑ 

１７ 
３.１ 
ｈａ 

：
 

ま   

　こ
う 

２６ 

２８ 

２０ 
７０ 
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温故 
知新 

【
香
川
の
手
袋
産
業
の
現
状
】 

　
香
川
県
東
部
、
東
か
が
わ
市
を
は
じ

め
と
す
る
東
讃
地
域
は
、
日
本
一
の
手

袋
産
地
で
、
全
国
シ
ェ
ア
　
％
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
全
国
の
手
袋
製
造
企

業
約
　
社
が
加
盟
す
る
日
本
手
袋
工

業
組
合
の
事
務
所
も
東
か
が
わ
市
内
に

あ
り
ま
す
。
手
袋
産
地
と
し
て
の
始
ま

り
は
明
治
　
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

１
２
０
余
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　
香
川
の
手
袋
生
産
は
、
他
産
業
に
先

駆
け
て
中
国
な
ど
海
外
に
進
出
。
最
近 

は
、
イ
ン
ド
な
ど
に
も
生
産
拠
点
を

移
す
企
業
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
主
力
で
あ
る
防
寒
用
手
袋
に

加
え
、
近
年
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
手
袋

や
工
場
等
で
使
わ
れ
る
特
殊
作
業
手

袋
、
さ
ら
に
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
欧
米
上

流
層
向
け
の
女
性
用
高
級
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
手
袋
な
ど
、
通
年
型
の
高
付
加
価
値

商
品
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
因
み
に
、

ゴ
ル
フ
、
野
球
、
ス
キ
ー
、
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
な
ど
手
袋
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

一
流
選
手
の
多
く
が
こ
こ
で
つ
く
ら
れ

た
手
袋
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ
）
カ
ッ
ト

機
能
の
あ
る
手
袋
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
対
応
手
袋
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
新
商
品
も
次
々
に
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。 

【
手
袋
の
ま
ち
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
】 

　
近
年
、「
手
袋
の
ま
ち
東
か
が
わ
」
を

Ｐ
Ｒ
す
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
活
動
も
活
発

化
し
て
い
ま
す
。 

　
日
本
手
袋
工
業
組
合
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
手
袋
に
関
す
る
様
々
な
知

識
を
学
べ
る「
グ
ロ
ー
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
手
袋
の
歴
史

な
ど
を
紹
介
・
展
示
す
る
「
香
川
の
て

ぶ
く
ろ
資
料
館
」や
組
合
加
盟
企
業
の

手
袋
製
品
な
ど
を
購
入
で
き
る
「
香
川

の
て
ぶ
く
ろ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
店
」
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
組
合
で
は
、
全
国
規
模
で

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
東
か
が

わ
市
を
「
て
ぶ
く
ろ
市
」
と
銘
打
っ
て

売
り
出
し
て
お
り
、
同
組
合
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ
た
市
章
バ
ッ
ジ

も
販
売
し
て
い
ま
す
。  

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
に
あ
る
観
光
交
流

拠
点
「
讃
州
井
筒
屋
敷
」
に
は
、
自
分

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
袋
を
つ
く
る
こ
と
の

で
き
る
手
袋
工
房
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
と

産
地
全
体
で
の
取
り
組
み
が
相
俟
っ
て
、

日
本
一
の
手
袋
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。 

香川の手袋産業 
全国シェア9割以上を 
占める 
日本一の産地 

日本手袋工業組合   
〒769-2701 香川県東かがわ市湊1810-1 
TEL.0879-25-3208

●お問い合わせ先 

① 
　 
　  
② 
　 
　　 
　  
③ 
　 
　   
④ 
　  
⑤ 

② ③ ② 

④ 

「香川のてぶくろアウトレット店」 
ゴルフ手袋やファッション手袋、小物革製
品などを市価の４割～９割引で販売  
サッカー元日本代表 川口能活選手のサ
イン入り手袋とフェンシング 太田雄貴選
手（ロンドン五輪団体銀メダリスト）の手袋 
（③「香川のてぶくろ資料館」に展示）  
「香川のてぶくろ資料館」 
「日本の手袋史」とも言える香川の手袋の
歴史を貴重な資料で紹介   
東かがわ市を「てぶくろ市」へ改名する
副市長役の女性  
「てぶくろ市」の市章 

⑤ 

９０ 

８０ 

２１ 

 

廣
瀬
製
紙
㈱
（
高
知
県
土
佐
市
） 

◆
不
織
布
で
未
来
を
切
り
開
く
世
界
企
業 

Z O O M  U P

企業ズームアップ 

　
高
知
県
中
央
部
、
高
知
市
の
西
隣
に
位
置
す

る
土
佐
市
に
、
不
織
布
製
造
の
技
術
力
で
世
界

的
に
注
目
さ
れ
る
特
殊
工
業
用
紙
メ
ー
カ
ー
、

廣
瀬
製
紙
㈱
が
あ
る
。 

　「
不
織
布
」
と
は
、
文
字
ど
お
り
糸
（
繊
維
）

を
織
ら
ず
に
作
る
布
と
い
う
意
味
だ
が
、
実

質
的
に
は
原
料
の
繊
維
を
糸
に
せ
ず
、
薄
く

平
ら
に
加
工
し
た
紙
に
近
い
。
一
般
に
、
植

物
繊
維
（
パ
ル
プ
）
の
み
を
原
料
と
す
る
も
の

を
「
紙
」
と
呼
び
、
合
成
繊
維
な
ど
を
混
ぜ
て

作
っ
た
も
の
を
「
不
織
布
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

　
不
織
布
の
製
法
は
、
か
つ
て
は
熱
で
原
料
を

溶
か
し
、
繊
維
同
士
を
結
合
さ
せ
る
「
乾
式
」

し
か
な
か
っ
た
が
、
土
佐
和
紙
の
工
房
を
営
ん

で
い
た
同
社
の
先
代
社
長
が
、
１
９
５
８
年
に

「
湿
式
」
を
世
界
で
初
め
て
開
発
。
こ
れ
は
、
手

漉
き
和
紙
の
技
法
を
用
い
て
、
水
に
溶
け
た
繊

維
を
網
状
の
ネ
ッ
ト
に
漉
き
上
げ
、
脱
水
し
て

不
織
布
に
仕
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
厚
さ
が
均
質
に
な
り
、
目
付
け

（
単
位
面
積
あ
た
り
重
量
）
も
柔
軟
に
調
整
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
吸
着
・
ろ
過
・
絶
縁
な
ど

多
様
な
機
能
を
持
つ
不
織
布
の
利
用
範
囲
を

格
段
に
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
同
社
の
製
品
は
、
国
内
シ
ェ
ア
６
割
を
超
え

る
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
用
セ
パ
レ
ー
タ
ー
（
絶
縁

紙
）
を
は
じ
め
、
食
品
等
の
包
装
材
、
空
気
清

浄
や
人
工
透
析
用
等
の
各
種
フ
ィ
ル
タ
ー
、

医
療
用
シ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
亘
り
、
売
上
の
う

ち
北
米
・
欧
州
・
中
国
を
中
心
と
し
た
海
外
向

け
が
　
％
を
占
め
る
。 

　
こ
う
し
た
国
際
競
争
力
の
背
景
に
は
、
最
先

端
技
術
に
よ
り
事
業
を
牽
引
し
て
ゆ
く
と
の
方

針
の
も
と
、「
技
術
開
発
に
は
時
間
を
か
け
、
諦

め
ず
に
や
り
ぬ
く
」（
岡
田
勝
利
代
表
取
締
役
社

長
）
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。 

　
最
近
で
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

重
さ
が
僅
か
２
グ
ラ
ム
と
い
う
世
界
一
薄
い
不

織
布
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
抄
紙
技
術
を
確

立
。
ま
た
、
超
微
小
な
気
孔
を
持
つ
ナ
ノ
フ
ァ

イ
バ
ー
不
織
布
の
製
造
技
術
の
開
発
で
は
、「
第

３
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
経
済
産
業
大
臣

賞
」（
２
０
０
９
年
）
を
受
賞
し
た
。 

　
現
在
、
現
工
場
の
近
く
に
新
工
場
を
建
設
し

て
お
り
、
昨
年
か
ら
ド
イ
ツ
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
電
池
子
会
社
向
け
に
出
荷
を
始
め
て
い

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
用
セ
パ
レ
ー
タ
ー
や
、

海
水
の
淡
水
化
に
使
わ
れ
る
逆
浸
透
膜
な
ど
、

成
長
分
野
の
製
造
拠
点
と
な
る
。 

　
同
社
は
、
今
後
も
最
先

端
の
不
織
布
製
造
技
術
を

極
め
る
こ
と
で
、「
高
知

か
ら
世
界
に
通
じ
る
製
品

を
開
発
し
続
け
ら
れ
る
企

業
」
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。 

20

土佐市 

「ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞」を 
受賞したナノファイバー複合不織布の 
顕微鏡写真 同社の世界一薄い不織布 

不織布製の電池用セパレーター（絶縁紙） 
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